
　もの忘れ外来は、脳神経内科と精神科神経科の医師が対応しています。完全予約診療としており、脳神経内科
と精神科神経科の物忘れ外来初診枠の中で、より早い日時で予約を取らせていただきます。
　今回は、当院もの忘れ外来の診察の中で、特に鑑別診断において重要視する情報について説明します。診察・
問診、血液検査・神経心理検査、画像検査それぞれに重要なポイントがあり、互いに補い合う関係です（図１）。

もの忘れ外来で行う認知症鑑別診断
認知症疾患医療センター 

　多角的に評価を行い正確な診断と的確な治療アドバイスに努めていきますので、引き続きご支援をよろしく
お願いします。
　認知症疾患医療センタースタッフが相談対応等も行っております。お気軽にご相談ください。

早期鑑別診断のメリット

　早い時期に治療薬を開始したり、予防を意識することで改善したり、認知症の進行を遅らせる可能性があります

　病気の症状や進行に見合った適切な支援を受けることが可能となります

　本人や家族が話し合う時間をつくったり、その後の生活のことを考える時間をもつことができます

問合せ先 認知症疾患医療センター　TEL：0853-20-2630

図１ 鑑別診断の内容について
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